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〈
24
年
度
総
会
と

　   

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
〉

で
も
通
用
す
る
の
だ
と
い
う
自
信
に
つ
な
が
っ
た

の
で
、
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
敗
戦
を
生

か
し
、
次
の
新
人
戦
、
来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

は
良
い
結
果
を
残
せ
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
の
初
め
に
行
わ
れ
た
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
で
は
ベ
ス
ト
32
と
い
う
結
果

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
ま
で
支
え
て
き
て
く
れ
た
両
親
、
応
援
に
来

て
く
れ
た
テ
ニ
ス
部
員
、
顧
問
の
先
生
、
自
分
の

コ
ー
チ
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　「
サ
ッ
カ
ー
部
に
は
誰
が
い
た
？
俺
は
○
○
と

同
じ
だ
け
ど
」「
僕
は
▽
▽
で
す
」「
そ
う
か
、分
か
っ

た
」「
あ
あ
、
あ
の
こ
ろ
で
す
か
」
―
と
は
、
同
窓

会
で
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
、
世
代
が
異
な
る
先

輩
と
後
輩
の
会
話
で
あ
る
。
卒
業
回
数
、
あ
る
い

は
卒
業
年
度
を
伝
え
て
も
互
い
に
首
を
か
し
げ
て

い
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
部
同
期
生
の
名
を
告
げ
合
っ

た
と
た
ん
、
納
得
顔
で
う
な
ず
き
合
っ
た
。
そ
う
、

サ
ッ
カ
ー
部
は
同
窓
生
同
士
の
卒
業
年
度
を
示
す

基
準
で
あ
り
、
東
高
を
巣
立
っ
た
者
の
心
を
と
ら

え
て
や
ま
な
い
存
在
な
の
だ
。
そ
ん
な
、
わ
れ
ら

が
サ
ッ
カ
ー
部
が
３
年
間
、
全
国
舞
台
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
寂
し
い
思

い
に
駆
ら
れ
て
い
る
先
輩
諸
氏
も
多
い
は
ず
だ
。

そ
こ
で
、
現
況
を
報
告
す
る
。
間
近
に
迫
っ
た
選

手
権
予
選
に
向
け
、
温
か
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
ほ

し
い
、
と
の
思
い
を
込
め
て
―
。

　
以
前
は
全
国
選
手
権
、
国
体
、
全
国
総
体
が
、

最
近
は
選
手
権
、
総
体
、
全
日
本
ユ
ー
ス
が
全
国

の
晴
れ
舞
台
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
プ
リ
ン
ス
、

プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
の
発
足
で
全
日
本
ユ
ー
ス
は
形

態
を
変
え
て
き
た
が
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
上
で
、

東
高
の
球
跡
を
た
ど
る
と
、
選
手
権
23
回
、
国
体

と
総
体
と
も
に
12
回
、
全
日
本
ユ
ー
ス
４
回
の
出

　
静
岡
支
部
は
平
成
23
年
８
月
20
日
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
従
来
、
支
部
活
動
は
、
清
水
地
区
で
は
藤

志
会
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
と
こ

ろ
活
動
も
低
迷
化
し
、
他
方
、
静
岡
地
区
は
組
織

自
体
も
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い
状
態
、
両
地

区
共
正
式
に
支
部
登
録
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
そ
の
原
因
は
、
い
ず
れ
の
地
区
も
転
勤
族
が
多

く
、
住
居
が
藤
枝
、
焼
津
、
島
田
、
勤
務
地
が
静

岡
、
清
水
と
い
う
同
級
生
が
多
く
、
そ
の
所
属
が

明
確
に
で
き
に
く
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
静
岡
地
区
、
清
水
地

区
在
住
の
同
窓
生
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
地
区
に
勤

務
す
る
同
窓
生
で
も
そ
の
勤
務
地
の
支
部
に
所
属

し
た
い
と
い
う
同
窓
生
も
多
い
こ
と
も
事
実
で
あ

り
、
考
え
て
み
れ
ば
、
県
都
で
あ
る
静
岡
に
支
部

が
な
い
の
は
、
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
西
川
英
雄
会
員
（
35
回
）
の
呼
び
か
け

で
、
静
岡
地
区
の
平
野
力
先
輩
（
19
回
）
と
藤
志

会
の
松
澤
隆
先
輩
（
28
回
）
の
御
協
力
を
得
て
、

静
岡
市
と
清
水
市
が
合
併
し
た
こ
と
も
あ
り
、
藤

志
会
と
静
岡
地
区
を
併
せ
て
静
岡
支
部
と
し
て
発

足
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
野
、
松
澤
両
先
輩
以
下
11
名
で
準
備
委
員
会
を

組
織
し
、会
議
を
重
ね
、平
成
23
年
８
月
20
日
（
土
）

グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
ブ
ケ
ト
ー
カ
イ
に
お
い
て
、

平
成
23
年
度
同
窓
会
総
会
（
役
員
合
同
会
議
）
の

前
の
時
間
を
お
借
り
し
て
支
部
設
立
総
会
を
開
催

し
、
支
部
規
約
の
確
定
等
の
運
び
と
な
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
当
日
は
、
55
名
の
会
員
の
出
席
を
得
、

支
部
総
会
後
に
本
部
同
窓
会
の
懇
親
会
に
合
流

し
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
静
岡
支
部
に
所
属
希
望
の
同
窓
生
の
皆
様
の
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平成24年度入試　大学別現役合格者数一覧
大学名

〈国立大学〉
合格者 大学名 合格者 大学名 合格者 大学名 合格者 大学名

京都産業
京都女子
京都薬科
同志社
同志社女子 
佛教
立命館
龍谷
京都文教
関西
関西外語
近畿
関西学院
甲南
神戸学院
武庫川女子
関西国際
奈良
鳥取環境
計

合格者

6
7
2
1
4
1
4
3
2
1
3
4
3
2
2
3
4
5
4

35
4
2

10
3
4
2
2
5
1
3
1
2

135

3
1
1
1
4
1
1
1
1
2
4

14
1
1
3
1
1
1

42

1
5
3
2
1

28
4
5
1
2
3
2
9
1
2
4
3

18
3
6
9
1
5
5
1

12
11
2

15
4

14
14
4
1

24
3
2
1

22
11
16
20
12
1
1
1
1
1
1
1
2
6

41
4
2
6
5
3

15
5
1
2
2
6
3
4
8
1

4
4
2

12
3
1

35
6
1

10
1

11
6
1
1
1
2
1
2

568

3
3
1
2
1
2
1
5
2
1
7
1

北海道 
東北  
山形   
茨城 
筑波  
宇都宮 
埼玉
千葉
東京
東京医歯 
東京外語  
東京学芸
東京工業 
東京農工
横浜国立
金沢 
福井  
山梨
信州  
静岡 
浜松医科 
愛知教育
名古屋
名古屋工業  
京都  
大阪 
奈良女子 
広島 
山口 
高知 
九州 
鹿屋体育 
計

〈公立大学〉

〈私立大学〉 〈短期大学〉
静岡県大短
共立女子短
静岡英和大短
計

〈準大学・専門学校等〉
水産大学校
静岡理美容専門学校
計

秋田県立 
国際教養
福島県立医
高崎経済 
首都大東京 
神奈川保健 
横浜市立 
新潟県立  
山梨県立 
都留文科 
静岡文化芸術 
静岡県立 
愛知県立  
三重県立看護 
滋賀県立  
京都府立  
大阪市立  
兵庫県立 
計 

国際医療福祉 
獨協 
文教
神田外語
淑徳
千葉工業
帝京平成
青山学院
大妻女子
学習院
北里
共立女子

杏林
慶應義塾
國學院
国士舘
駒澤
芝浦工業
順天堂
上智
昭和
昭和薬科
成蹊
成城
専修
創価
大正
大東文化
玉川
中央
津田塾
帝京
東海
東京家政 
東京経済
東京工科
東京女子
東京電機
東京農業
東京薬科
東京理科
東邦
東洋
日本
日本社会事業
日本女子

法政
東京都市
武蔵野
武蔵野美術 
明治
明治学院
立教
早稲田 
神奈川
神奈川工科 
鎌倉女子
関東学院
金沢工業
長野
岐阜女子
岐阜聖徳学園
静岡理工科
聖隷クリストファー
常葉
浜松
静岡英和学院
愛知
愛知学院
愛知工業
中京
中部
東海学園
名古屋外語
名古屋学院 
南山
日本福祉
藤田保健衛生
名城
京都外語 

10
1
1

12

1
1
2

　
本
年
度
は
、
平
成
24
年
７
月
８
日
（
日
）、
藤
枝

「
小
杉
苑
」に
て
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
多
数
の
方
に
ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
無

事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
23
年
度
決
算
報
告
、
24
年
度
収
支
予

算
の
承
認
、
本
年
度
の
活
動
内
容
等
を
議
論
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
尚
、
決
算
報
告
は
本
紙
記
載

の
通
り
で
す
。

　
尚
、
23
年
度
決
算
書
収
入
欄
に
記
載
の
通
り
、

多
数
の
皆
様
か
ら
の
同
窓
会
維
持
費
の
御
協
力
が

あ
り
ま
し
た
の
で
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し

て
事
務
局
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

各
委
員
会
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

　
総
務
委
員
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
の

名
簿
デ
ー
タ
の
収
集
及
び
整
理
を
し
、
今
後
の

90
・
100
周
年
事
業
に
向
け
て
の
資
料
整
理
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
26
年
度
に
90
周
年
と
な
る
た
め
、

今
年
度
は
そ
の
実
行
委
員
会
の
発
足
を
行
う
予
定

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
積
極
的
に
各
回
に
ご
依
頼

し
名
簿
の
取
得
、
訂
正
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
組
織
・
規
約
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
支

部
と
の
連
携
を
よ
り
強
く
し
て
い
き
活
動
の
活
発

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
各

支
部
別
に
企
業
の
同
窓
会
組
織
の
掘
り
起
こ
し
を

行
い
、
同
窓
生
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

行
い
、
会
員
の
デ
ー
タ
取
得
を
よ
り
積
極
的
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
会
報
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
年

１
回
の
発
行
と
内
容
の
充
実
を
め
ざ
し
て
参
り
ま

す
。

　
Ｈ
Ｐ
・
デ
ー
タ
管
理
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

よ
う
に
し
、
最
新
の
情
報
を
常
に
掲
載
し
て
ま
い

り
ま
す
。

〈
90
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
〉

　
26
年
度
に
90
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
前
段
で
書

き
ま
し
た
通
り
「
学
校
後
援
会
」
を
中
心
に
「
90

周
年
事
業
実
行
委
員
会
」
を
発
足
し
て
い
く
予
定

で
す
。
事
業
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

議
論
を
し
て
い
き
ま
す
が
基
本
的
な
考
え
方
は
、

「
生
徒
中
心
」
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
記

念
式
典
・
行
事
・
現
行
設
備
（
千
南
原
・
同
窓
会

館
等
）
の
老
朽
化
に
対
す
る
補
修
等
も
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
時
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
各
委
員
会
活
動
を
通
し
て
今
後
の
同
窓
会
の
あ

り
方
・
活
動
に
つ
い
て
も
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
の
一
人
一
人
の
ご
意
見
、
ご

援
助
が
今
後
の
同
窓
会
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
確
信
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
ど
し
ど

し
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
元
千
南
原
健
児
が
ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
舞
台
に

立
っ
た
。
村
松
大
輔
選
手（
平
成
19
年
度
卒
、81
回
）

＝
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
＝
だ
。
メ
キ
シ
コ
五
輪
銅
メ

ダ
リ
ス
ト
の
富
沢
清
司（
35
回
）、山
口
芳
忠（
36
回
）

両
選
手
以
来
、
44
年
ぶ
り
の
東
高
が
生
ん
だ
五
輪

戦
士
で
あ
る
。

　
村
松
選
手
は
焼
津
市
出
身
。
中
学
時
代
は
藤
枝

東
Ｆ
Ｃ
に
所
属
、
東
高
で
は
３
年
の
冬
、
全
国
選

手
権
準
優
勝
に
貢
献
し
た
。
卒
業
後
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
の

ホ
ン
ダ
Ｆ
Ｃ
に
加
入
し
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
を
経

て
、
昨
年
か
ら
清
水
で
プ
レ
ー
し
て
い
る
。
も
と

も
と
Ｄ
Ｆ
だ
っ
た
が
、
清
水
に
移
り
、
ボ
ラ
ン
チ

を
任
さ
れ
て
い
る
。
対
人
プ
レ
ー
の
強
さ
に
は
定

評
が
あ
っ
た
が
、
課
題
だ
っ
た
パ
ス
ワ
ー
ク
も
向

上
し
て
、
五
輪
代
表
の
座
を
射
止
め
た
。

　
五
輪
本
番
は
予
選
リ
ー
グ
１
、２
戦
と
出
番
は

な
か
っ
た
が
、
３
戦
目
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
戦
に
フ

ル
出
場
し
た
。
ボ
ラ
ン
チ
で
は
な
く
、サ
イ
ド
バ
ッ

ク
で
の
起
用
だ
っ
た
が
、
効
果
的
な
攻
撃
参
加
も

み
せ
、
存
在
感
を
十
分
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
だ
が
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
入
る
と
、
ピ
ッ
チ
に
立
つ

機
会
は
な
く
、
ベ
ン
チ
で
戦
況
を
見
つ
め
続
け
た
。

　
出
場
は
１
試
合
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
世

界
の
プ
レ
ー
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
「
自
分
を

見
つ
め
直
す
場
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
か
け
が
え

の
な
い
経
験
を
積
ん
で
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
帰

国
直
後
、
出
場
し
た
Ｊ
リ
ー
グ
の
鳥
栖
戦
で
、
い

き
な
り
決
勝
点
を
た
た
き
出
し
て
、
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
。

10,000 円 ×283 名　3,000 円 ×12 名
維持費・総会会費
名簿会計より繰入・預金利息等

22,377,990
2,866,000
4,781,923

7,437
30,033,350

1,167,570
2,917,133

424,175
128,000
967,009

1,318,299
73,710
5,940

1,519,508
466,515

0
121,785
11,331

100,000
0

46,010
255,700
499,777
18,390

0
24,429,139
30,033,350

22,377,990
2,871,000
4,000,000

30,000
29,278,990

800,000
3,610,000

600,000
160,000

1,000,000
1,600,000

100,000
150,000

2,209,777
500,000
300,000
200,000
100,000
100,000
200,000
60,000

150,000
499,777
100,000

22,659,213
0

29,278,990

0
△5,000
781,923

△22,563
754,360

367,570
△692,867
△175,825
△32,000
△32,991

△281,701
△26,290

△144,060
△690,269
△33,485

△300,000
△78,215
△88,669

0
△200,000
△13,990
105,700

0
△81,610

△22,659,213
24,429,139

754,360

本部役員会、役員総会、委員会

本部役員会、関東・中京・浜松地区会
会報送付用封筒等
会報送付費用・往復葉書、切手
プリンター・ファックス
ゴム印・文具等

卒業生記念品、入会記念品
ホームページ変更作成費
静岡・中京
弔電・生花・香典
千南原会館維持費補助

同窓会館火災保険料
各関係の団体等への祝儀・会報出筆者謝礼
特別会計への補助
卒業アルバム代等

収入の部 △は減 単位：円

収入総額 30,033,350円
支出総額 30,033,350円
差引金額 0円

支出の部

平成 23 年度　藤枝東高等学校同窓会会計決算書
（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31日）

増　減 摘要23年度予算額23年度決算額

雑 収 入

会 議 費
事 務 費

消 耗 品 費

雑 費
予 備 費
次 年 度 繰 越

特別会計補助金
渉 外 費
保 険 料
会館整備費
会館補助費
慶 弔 費

記 念 品 費
事 業 費

備 品 費
通 信 費
印 刷 費
旅 費
事 務 局 費

科 　 目 23年度予算額 増　減 摘要23年度決算額

合 計

合 計

寄付及び総会会費
入 会 金
繰 越 金

科 　 目

支部活動助成費
ホームページ

　
今
年
３
月
12
日
（
月
）、
初
代
校
長
　
錦
織
兵
三

郎
先
生
の
お
孫
さ
ん
に
あ
た
ら
れ
る
錦
織
尚
夫
氏

が
本
校
を
訪
問
さ
れ
、
祖
父
・
錦
織
先
生
の
胸
像

と
対
面
さ
れ
た
。
以
下
は
、
錦
織
尚
夫
氏
よ
り
寄

せ
ら
れ
た
文
章
で
あ
る
。

　『
私
が
子
供
の
こ
ろ
、
東
京
、
新
宿
に
住
ん
で

お
り
ま
し
た
が
、
祖
父
が
銅
像
の
除
幕
式
で
、
前

夜
、
泊
ま
っ
て
い
っ
た
の
を
懐
か
し
く
思
い
出
し

ま
す
。
い
つ
か
は
銅
像
を

見
て
み
た
い
と
い
う
願
い

を
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、

50
年
以
上
の
時
を
経
た
今

回
、
そ
れ
が
果
た
さ
れ
て

感
無
量
で
す
。

　
祖
父
が
新
宿
宅
へ
宿
泊

し
た
際
、
野
球
少
年
だ
っ

た
私
は
、
ど
う
し
て
野
球

じ
ゃ
な
く
て
サ
ッ
カ
ー
な

の
か
、
な
ど
し
つ
こ
く
聞

い
た
よ
う
な
覚
え
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
答
え
を
は
っ

き
り
と
思
い
出
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、「
銅
像

が
た
つ
な
ん
て
、
立
派
な

お
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
な
」
と

子
供
心
に
刻
み
つ
け
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
回
、
銅
像
の
脇
に
立
ち
、
そ
の
思

い
が
さ
ら
に
深
く
な
り
、
50
年
以
上
も
銅
像
を
支

え
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
深
謝
の
意
が
堪
え
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
こ
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
錦
織
尚
夫
』

場
を
数
え
、
全
国
大
会
常
連
校
で
あ
る
こ
と
が
浮

か
び
上
が
る
。
だ
が
、
東
高
創
立
60
周
年
記
念
誌

「
サ
ッ
カ
ー
六
十
年
の
あ
ゆ
み
」
に
あ
る
“
雌
伏

の
日
々
”
の
表
記
が
物
語
る
よ
う
に
、
全
国
舞
台

と
無
縁
だ
っ
た
時
期
も
あ
る
。
昭
和
49
年
度
か
ら

４
年
間
、
60
年
度
か
ら
は
７
年
間
、
県
予
選
の
壁

を
突
破
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
み
て
み
る
と
、

現
在
の
３
年
間
は
全
国
空
白
期
間
の
ワ
ー
ス
ト
３

位
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
好
不
調
の
波
が
激
し
く
、
前
半
と
後
半
で
全
く

違
う
顔
を
見
せ
た
り
、
不
用
意
な
ミ
ス
で
ゴ
ー
ル

を
割
ら
れ
た
り
、
と
ス
タ
ン
ド
の
た
め
息
を
誘
う

こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
た
だ
、
昨
年
度
は
総

体
予
選
で
決
勝
、
選
手
権
予
選
で
準
決
勝
、
本
年

度
も
総
体
予
選
で
準
決
勝
と
、
い
ず
れ
も
上
位
に

勝
ち
上
が
っ
た
。
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
進
出
に
つ
な

が
る
プ
リ
ン
ス
リ
ー
グ
も
上
位
争
い
を
演
じ
、
復

活
に
向
け
、
地
道
に
実
績
を
積
み
上
げ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
夏
休
み
恒
例
の
韓
国
遠
征
や

東
西
大
学
交
流
試
合
、
そ
れ
に
流
通
経
大
柏
、
鹿

児
島
実
と
い
っ
た
国
内
強
豪
と
の
練
習
試
合
で
互

角
以
上
の
戦
績
を
残
し
、
吉
野
友
三
監
督
（
67
回
）

は
「
戦
え
る
」
と
の
手
応
え
を
つ
か
ん
で
い
る
。

白
井
悠
太
朗
主
将
、
西
川
雄
人
、
渡
辺
吉
都
両
選

手
ら
従
来
の
主
役
組
に
加
え
、
数
人
の
１
年
生
が

ス
タ
メ
ン
に
名
を
連
ね
る
な
ど
、
新
し
い
力
を
投

入
し
た
新
布
陣
で
４
年
ぶ
り
の
全
国
へ
挑
む
。

　
そ
の
４
年
ぶ
り
の
全
国
が
懸
か
る
、
選
手
権
予

選
は
リ
ー
グ
戦
以
降
か
ら
の
参
戦
だ
。
平
成
10
年

度
の
全
日
本
ユ
ー
ス
優
勝
以
来
、
全
国
制
覇
と
は

14
年
間
、
縁
が
な
い
。
い
や
、
そ
れ
よ
り
ま
ず
「
３

年
間
の
空
白
」
を
埋
め
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

そ
の
先
の
道
も
開
け
る
は
ず
―
と
い
う
の
が
、
同

窓
諸
氏
の
願
い
で
あ
ろ
う
。
同
窓
諸
氏
、
あ
ら
た

め
て
エ
ー
ル
を
送
ろ
う
。「
頑
張
れ
サ
ッ
カ
ー
部
」

と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
会
報
委
員
Ｋ
）

　
　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て

　
僕
は
今
年
の
５
月
に
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
テ
ニ
ス
競
技
の
静
岡
県
予
選
で
初

の
全
国
へ
の
切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
僕
は
東
海
大
会
に
は
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

て
も
全
国
に
は
あ
と
一
歩
届
か
な
い
と
い
う
試
合

が
続
い
て
い
て
、
正
直
全
国
に
行
け
な
い
で
僕
の

テ
ニ
ス
人
生
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
今

回
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
強
い
思
い
入
れ
が
あ
り

ま
し
た
。
結
果
は
湘
南
工
大
附
の
選
手
に
初
戦
で

敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
僕
の
テ
ニ
ス
は
全
国

　
僕
は
新
潟
県
で
行
わ
れ
た
高
校
総
体
陸
上
競
技

に
、
４
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
で
出
場
し
ま
し
た
。
目

標
と
し
て
い
た
準
決
勝
へ
の
出
場
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
高
い
レ
ベ
ル
の
レ
ー
ス
を
経
験
で
き

た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
糧
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
僕
が
こ
こ
ま
で
成
長
で
き
た
の
は
、
多
く
の
人

の
協
力
や
応
援
の
お
か
げ
で
し
た
。
母
は
食
事
や

生
活
に
毎
日
気
を
配
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
顧
問
の

先
生
方
は
い
つ
も
熱
心
か
つ
厳
し
く
指
導
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。仲
間
た
ち
と
は
常
に
競
い
合
い
、

そ
し
て
励
ま
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
と

い
う
結
果
を
残
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
応
援
し

て
く
れ
た
多
く
の
人
た
ち
へ
の
恩
返
し
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
平
野
先
生
か
ら
は
、
陸
上
競
技
の
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
挨
拶
な
ど
の
生
活
面
で
も
指
導
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
々
の
練
習
は
僕
を

肉
体
的
に
も
、
精
神
的
に
も
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
う
い
っ
た
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
支
え
と

し
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

錦
織
初
代
校
長
の
ご
子
孫 

来
校

村
松 

大
輔 

選
手 

五
輪
出
場

祖父初代校長錦織兵三郎氏の胸像と並ぶ尚夫氏

今年度プリンスリーグ登録メンバー

白
井
悠
太
朗
主
将（
藤
枝
明
誠
戦
）

本
校
で
の
壮
行
会
の
様
子

平成24年度　総会（小杉苑にて）

が
ん
ば
れ

　サ
ッ
カ
ー
部

支

部

報

告

（
２
年
）

鈴
木 

大
登

男
子
テ
ニ
ス
部

（
３
年
）

山
本 

健
太

陸
上
競
技
部

河
村 

正
史
（
39
回
）

静
岡
支
部

　
第
10
回
支
部
総
会
（
隔
年
開
催
）
を
７
月
14

日
（
土
）
正
午
か
ら
神
田
・
学
士
会
館
で
開
い
た
。

静
岡
か
ら
槙
田
本
部
会
長
、
鈴
木
校
長
ら
を
迎
え

前
２
回
を
超
す
１
５
２
人
が
参
加
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
藤
枝
中
心
に
歌
と
ギ
タ
ー

の
弾
き
語
り
活
動
を
す
る
「
お
に
く
う
ど
ん
え
」

さ
ん
（
遠
藤
久
仁
雄
・
41
回
）
が
新
曲
「
グ
ラ
マ
ー

さ
ん
の
宝
物
」
を
初
披
露
し
て
熱
演
し
た
。
新
趣

向
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
最
中
な
ど
、
ふ
る
さ
と
の
名

物
を
景
品
に
揃
え
た
外
れ
ク
ジ
な
し
の
福
引
き

も
。
最
後
は
最
年
長
の
26
回
生
か
ら
85
回
の
新
会

員
ま
で
全
員
で
校
歌
か
ら
応
援
歌
の
「
第
三
」
ま

で
全
曲
を
歌
っ
て
終
え
た
。

　
こ
の
総
会
で
新
会
長
に
川
合
正
矩
（
35
回
）、

副
会
長
に
布
施
基
雄
（
38
回
）
の
各
氏
が
就
く
こ

と
が
決
ま
っ
た
。

村
野
　
坦
（
31
回
）

関
東
支
部

　
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
、
３
県
の
同
窓
生
で
構
成

し
て
い
る
中
京
支
部“
藤
愛
会（
と
う
あ
い
か
い
）”

の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

　
中
京
支
部
“
藤
愛
会
”
で
は
総
会
・
懇
親
会

を
２
年
に
１
度
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
次
回
は

２
０
１
３
年
９
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

大
勢
の
同
窓
生
の
皆
様
に
お
集
ま
り
頂
き
親
睦
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
学
年
の
方
々
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

横
山
恵
一
郎
（
29
回
）

中
京
支
部

　
本
部
組
織
や
各
地
の
支
部
活
動
が
活
性
化
し
つ

つ
あ
る
中
、
藤
枝
支
部
は
よ
う
や
く
21
年
２
月
に

第
一
回
藤
枝
支
部
役
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
元
と
い
う
こ
と
で
在
住
者
も
多
く
組
織
化
が

困
難
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
藤
枝
支
部
を
十
地
区

に
区
分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
役
員
を
推

薦
し
て
い
た
だ
き
、
よ
う
や
く
組
織
化
し
た
も
の

で
す
。
22
年
に
連
続
し
て
開
催
し
た
後
、
三
年

に
一
度
の
藤
枝
大
祭
年
に
開
く
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。
来
年
が
丁
度
そ
の
年
で
あ
り
、
２
月
頃
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　
同
窓
会
全
員
に
呼
び
か
け
る
、
本
部
主
催
の
総

会
も
来
年
に
は
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
時
に

は
藤
枝
在
住
の
皆
様
に
は
、
同
級
生
や
知
人
を
お

誘
い
の
上
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

　
藤
枝
市
の
活
性
化
は
、
東
高
の
サ
ッ
カ
ー
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
是
非
国
立
競
技
場
を
め
ざ
し
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
山 

明
良
（
36
回
）

藤
枝
支
部

大
塚 

義
郎
（
34
回
）

　
昭
和
47
年
秋
以
来
毎
年
、
志
太
中
藤・
枝
東
高
遠・

江
地
区
同
窓
会
（
藤と

お
と
お遠
会
　
山
城
睦
会
長
37
回
）

略
称
に
因
み

と
う10
月

と
お10
日
に
有
志
で
集
っ
て
来
ま
し

た
。
十
年
以
上
前
本
部
か
ら
浜
松
支
部
と
し
て
の

活
動
を
促
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

39
回
目
を
迎
え
平
成
24
年
10
月
10
日
（
水
）
19
時

開
会
、会
場
、グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
（
総
支
配
人
、

繁
本
武
雄
様
39
回
）
浜
松
市
中
区
東
伊
場
（
浜
松

一
の
老
舗
で
す
。）
案
内
状
が
届
い
た
方
々
、
遠

江
地
区
所
縁
の
朋
友
を
誘
っ
て
の
ご
出
席
を
歓
迎

し
ま
す
（
事
前
連
絡
要
）。
浜
松
支
部
は
年
代
毎

の
縦
の
絆
づ
く
り
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

浜
松
支
部

＊同窓会事務局からのお願い＊
　事務局では会員の皆様の連絡先をデータベース化し、きちんと会報がお手
元に届くように努力しております。連絡先に変更のある場合は、下記まで御
一報ください。なお、公表その他目的外の使用は致しません。同窓会・同期
会等の集まりを開催の場合は、是非同窓会ホームページを御利用ください。
　各支部別に、企業・団体内の同窓会組織の掘り起こしを行いたいと考えて
おります。
　〈同窓会事務局〉
〒426-8577　藤枝市天王町 1-7-1　静岡県立藤枝東高等学校同窓会事務局
TEL 054-645-3527　　FAX 054-645-3529
メールアドレス：fh-dousoukai@cy.tnc.ne.jp
ホームページ：http://www.fujiedahigashi.jp/

（毎週月・水・金　午前中　事務員〔青島〕が在席しております。）

部
活
動
の

近
況
報
告

昨
年
（
２
０
１
１
年
）
～
現
在
ま
で
の

藤
愛
会
活
動
状
況
　

①
２
０
１
１
年
９
月
18
日
に
メ
ル
パ
ル
ク
名
古
屋

に
て
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ご
来
賓
：
鈴
木
校
長
先
生

　
出
席
者
：

  

23
回
卒
～
76
回
卒
ま
で
30
名

②
ゴ
ル
フ
会
は
昨
年
～
現
在
ま
で
に
６
回
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
が
揃
わ
ず
。
コ
ン

ペ
で
は
な
く
プ
ラ
イ
ベ
イ
ト
の
プ
レ
イ
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

③
飲
み
会
は
昨
年
12
回
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も

８
回
行
い
ま
し
た
。

④
旅
行
会
は
２
０
１
１
年
12
月
美
濃
白
川
で
“
し

し
な
べ
を
楽
し
む
会
”
を
行
い
ま
し
た
。

⑤
マ
ー
ジ
ャ
ン
会
は
飲
み
会
の
日
の
昼
間
に
行
っ

て
お
り
、
昨
年
は
12
回
、
今
年
は
８
回
行
い
ま

し
た
。

今
後
の
活
動
計
画

①
毎
年
末
に
翌
年
度
の
行
事
日
程
表
を
作
成
し
ま

す
。
今
年
の
予
定
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
必

要
な
方
は
事
務
局
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

②
来
年
は
、
総
会
・
懇
親
会
、
そ
し
て
ゴ
ル
フ
会
、

飲
み
会
、
旅
行
会
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
会
は
継
続
し

て
行
う
予
定
で
、
年
末
に
日
程
を
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
中
京
支
部
事
務
局
ま
で
ど
う
ぞ
。

中
京
支
部
事
務
局
　
木
村
昭
夫

（
33
回-

昭
和
35
年
卒
）

携
帯
電
話
：
０
９
０-

７
６
０
０-

４
３
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
５
６
８-

７
０-

０
５
２
０

Ｅ-

ｍ
ａ
ｉ
ℓ
：cep74200@

nyc.odn.ne.jp
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